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１．はじめに 

  構造物が建設される場合、自然災害をはじめ各種の災害に対する安全性や耐久性、さらには施工の合理化

や経済性も厳しく求められている。こうした状況の中で、著者らは、二本のＨ形鋼腹部に頭付きスタッドを

溶接し、スタッドどうしを交互に挟み込むように並べて、コンクリートを充填した合成部材を考案した。 

この種の部材のコンクリート部に軸方向の荷重を載荷させると、 

圧縮部コンクリートのポアソン効果による横方向ひずみに対して、 

頭付きスタッドの頭部を介してコンクリートに図－１に示す斜線 

部のようなトラス状の拘束域が作られ、見かけの強度と終局ひず 

みの増加が期待される。 

  本研究は、充填コンクリートに軸方向の圧縮力を作用させ、頭 

付きスタッドを配置したことによる耐力増加についての検討を行 

い、その性状を考察し、結果を報告するものである。 

２．実験概要 

実験で用いた供試体 H-20-B の形状およびゲージの配置位置と    図―１ トラス状の拘束域  

種類を図－2 に示し、使用した材料および材料の特性値は、表－１に示した。本供試体では、Ｈ形鋼腹部に、

φ9mm のスタッド（頭部φ20mm）を１断面当たり３本溶接し、３段に配置した。支圧板によるコンクリート

の圧縮破壊が供試体中央部より 

端部が先行しないように D10 の 

異形鉄筋を帯筋として供試体両 

端部に配置した。支圧板とコン 

クリートの間、更に支圧板とＨ 

形鋼の間にはテフロン板を挟む 

ことによって摩擦を軽減させた。 

載荷荷重は、静的に漸増荷重を 

加えた。また、φ9mm のスタッ 

 

 

 

 

 

 

 

 

                図―２ 供試体の概略図  
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ドには、単軸のひずみゲージをＨ 

形鋼腹部から 30 mm の位置で、ス 

タッドの両面に貼り付けて測定を 

行った。 

３．実験結果および考察 

拘束されたコンクリ－トの応力－ひずみ曲線に関しては、 

種々の提案があり、本供試体の場合、スタッドによる拘束効 

果が期待される。よって、本検討では、CEB-FIP MODEL CODE 

1990 の式（１）～（４）を適用して、二次放物線と直線とか 

ら成る応力－ひずみ曲線を仮定した（図－３参照）。 

ｆCK,Cf=ｆCK(1.000+5.00σ2/ｆCK)  但しσ2≦0.05ｆCK  （１） 

ｆCK,Cf=ｆCK(1.125+2.50σ2/ｆCK)  但しσ2  >0.05ｆCK  （２） 

εCC,Cf=2.0×10
-3(ｆCK,Cf /ｆCK)

2                     （３） 

εCU,Cf=3.5×10
-3+0.2σ2/ｆCK                       （４）   図―３ 応力―ひずみ曲線   

  ここで、ｆCK,Cf：拘束コンクリ－トの圧縮強度、ｆCK：コンクリ－ト供試体圧縮強度、εCC,Cf：拘束コンク

リ－トの最大圧縮応力度に対するひずみ、σ2：平均拘束応力度、εCU,Cf：拘束コンクリ－トの終局ひずみ、

σ2／ｆCK＝0.5αωｗｄ 、α＝αｎ・αＳ：スタ－ラップ及びそれらと結合された縦方向筋等による拘束効果、

αｎ：拘束されるコンクリ－トの断面方向の有効面積を表す低減係数、αｎ＝1－8／（3ｎ）、 ｎ：スタ－ラ

ップで拘束されている縦方向筋の総数、αＳ：拘束されるコンクリ－トの縦方向の有効面積を表す低減係数、

αＳ＝（1－Ｓ／（2ｂ０））
2、Ｓ：スタ－ラップ等の縦方向の間隔、ｂ０：スタ－ラップ等の横方向幅、ωｗｄ

＝4ｂ０･ＡＳ･ｆＳУ／（ｂ０
2･Ｓ´･ｆCK）：拘束鉄筋の降伏引張耐力によるコンクリ－トの平均拘束応力比、      

ｆSУ：鉄筋の降伏点応力度、Ｓ´：スタ－ラップ等ではＳと同じ、Ａ S：スタ－ラップ等の断面積 

上式中のαｎは、スタ－ラップで拘束される場合についての係数であるが、上式をＨ形鋼とスタッドを用

いた本供試体に適用するにあたって、1 断面あたり 3 本配置されたスタッドの頭部とＨ形鋼との接合部であ

る腹部で有効に拘束されるものとして拘束度に関する係数ｎを 6 とした。また、ｆSУには実測値より得られ

た最大荷重時でのスタッドの平均引張応力度 295 N/mm 2を用いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

       図―４ 荷重とスタッドのひずみの関係（上段位置のスタッド）  

図－４より、実測値の最大荷重 1048 kN に対する軸圧縮応力度 28.2 N/mm2が得られ、拘束されていないコ

ンクリートの圧縮応力度ｆCK=21.9 N/mm
2の約 29％増加となった。一方、計算値として図－３より、拘束され

ているコンクリートの圧縮応力度ｆCK,Cf=28.9 N/mm
2が求まり、実測値から得られた値と大差なかった。 

４．まとめ 

  二本のＨ形鋼腹部に頭付きスタッドどうしを交互に挟み込むように並べることで、コンクリートが拘束さ

れ、耐力の増加が確認された。ただし、今後、供試体数を増して更なる検討を行うことも必要である。 
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